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参
考
資
料

Ⅰ

平
成
元
年
八
月、

元
号

昭
和

平
成

改

祝

共
、

那
須
与
一
宗
隆
公
没
後
八

百
年

記
念

、「
那
須
家
物
語」

出
版

。

時

考
察

事
柄

基
、

那
須
家

述

。

何

、

小
川
町

、

与
一

生
誕
地「

神
田
城」

、

霊

祀

「
御
霊
神
社」

。

、

諸
説
紛
紛

中
、

那
須
家

年
表

系
譜

作
成

、

中
世

那
須

家
像
、

具
体
的

試

。

年

表

作
成

当

、

基
準

何

求

重

置

。

、

与
一

扇

射

年
齢

二
〇
歳

、

父
資
隆

没
年

文
治
四

年（

一
一
八
八）

言

光
丸
山

位
牌

求
、

年
齢

小
滝
系
図

六
〇
歳

、

神
田
城
築
城

長
治
二
年（

一
一
〇
五）

決

骨
組

作

成

。

自
作

年
表

、

那
須
家

流

神
田
城

在
城
年
数

次

。
貞
信

在
城
四
〇
年

城
主
八
年

姓

「

藤」

「

須
藤」

改

。

家
紋「

藤
丸」

・
長
治
二
年（

一
一
〇
五）

神
田
城

築
。

・
天
養
元
年（

一
一
四
四）

三
和
神
社

本
殿

改

築

。

・
娘

国
造
家

嫁

。

資
道

在
城
三
八
年

城
主
二
〇
年

男
子
無

相
模
国
首
藤
義
道

子「

太
郎
資
満」

養

子

。

資
満

在
城
二
六
年

城
主
二
二～

二
六
年

家
紋「

丸
一
文
字」

・
山
之
内
首
藤
義
道

長
子
、

那
須

須
藤
家

そ
の

が

か
ら

に

め
ら

れ
た
こ
と
を

う
と

に

を

し
て

を

し
ま
し

た

そ
の

に

し
た

を

に

の
こ

と
を

べ
て
み
ま
す

し
ろ

に
は

と

を

っ
た

が
あ
る
の
で
す

さ
て

と
し
た

で

の

や

を

す
る
こ
と
に
よ
り

に
お
け
る

を

よ
り

に
し
よ
う
と

み
ま
し
た

を

す
る
に

た
っ
て

そ
の

を

に

め

る
か
に

き
を

き
ま
し
た

そ
こ
で

が

を

た

を

と
し

の

を

と

う

の

に

め

そ
の

を

よ
り

と
し

を

と

め
て
か
ら

み
を

し
ま
し
た

こ
の

の

で
み
る
と

の

れ
と

の

が

の
よ
う
に
な
り
ま

し
た

を

か
ら

と

め
る

を

く
の

を

す
る

を

に

が
せ
る

し

の

を

と
す
る

の

で

の

に

初
代

二
代

三
代

＊

那
須
家

考
察

の
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入
。

・
保
元
・
平
治

乱

嫡
子
資
清

共

京

死
。資

清

在
城
二
四
年

城
主
三
年

・
父
資
満

共

京

死
。

※
資
房（

資
満

次
男）

在
城
二
二
年

後
嗣

宗
資

譲
。

・
平
治

乱
後、

甲
斐

稲
積

蟄
居
、

帰
省
後

那
須
大
夫

子

。

須
藤
家

姓

「

那
須」

改

。

・
後
年
資
房
、

出
家

那
須
国
造
家

断
絶

。宗
資

在
城
二
〇
年

城
主
〇
年。

・
兄
資
房

共

稲
積

蟄
居

。

帰
省
後
、

子
無

由、
後
嗣

叔
父
資
隆

託
、
自

、

下
境

稲
積
城

住
。

資
隆

在
城
一
二
年

城
主
一
二
年（

那
須
太

郎
資
隆＝

資
房
・
宗
資

叔
父）

・
与
一
宗
隆

父

・
小
山
政
光

妹

娶

一
一
男

授

。

後
妻

、

宇
都
宮
氏

朝
綱

娘

娶

更

男
子

。

・
黒
羽

大
輪

高
館
城

築
、

神
田
城

撤
退

。（

神
田
城
廃
城

）

後、

高
館
城

福
原
城

移
。

・
文
治
四
年（

一
一
八
八）

没
。

※
与
一
宗
隆

在
城
三～

六
年

家
紋「

菊
一
文
字」

弓
矢

功

頼
朝

御
家
人

。

又、

那
須
家

総
領

鎌
倉

住
。
福
原
城
、

兄
五
郎
之
隆

継
。

・
永
万
元
年（

一
一
六
五）

神
田
城

生

。

・
寿
永
二
年（

一
一
八
三）

源
義
経

従
。

・
文
治
元
年（

一
一
八
五）

扇

射
落

。

之
隆

福
原
城
主（

資
隆

五
男、
与
一

兄）

る

の

に
て

と

に

に
て

す

と

に

に
て

す

の

を

に

る

の

の

に

し

は

の

と
な
る

こ
れ
よ
り

は

を

と

め
る

は

し
て

は

す

る

と

に

に

す
る

は

し

を

に

し

ら
は

の

に

む

の

のの

を

り

を

か
る

に

か
ら

の

を

り

に

を
あ
げ
る

の

に

を

き

を

す
る

と
な
る
そ
の

か
ら

に

る

す

の

に
よ
り

の

と
な
る

の

と
な
り

に

む

は

が

ぐ

に

ま
れ
る

に

う

を

と
す

の

の

四
代

五
代

六
代

七
代
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以
上

。

、

貞
信
、

岩
嶽
丸

討
伐

神
田
城

築
、
四
〇
歳

頃
嫡
子
資
道

家
督

譲

、

二
代
資
道
、

男
子

恵

、

相
模

山
之
内
首

藤
義
道

長
男
資
満

一
人
娘

迎

養
子

。
三
代
資
満
、
男
三
人、
女
一
人

恵

、

平
治

乱

長
男

共

京

討
死

。

、

次
男

資
房

自
動
的

四
代
目

継

、

平
氏

追
討

逃

、

弟

三
男

宗
資

共

烏
山
下
境

稲
積
城

住

。

、

神
田
城

城
主
不
在

判
断

、

近

居
館（

御
城＝

）

住

叔
父

資
隆
、

神
田
城

託

考

。

言

、

資
房

宗
資
、

平
清
盛

許

運

那
須

帰
参

、

平
家

憚

、
常
陸

侵
略

牽
制

目
的

、

下
境

城

修
理
、

稲
積
庄

蟄
居
中、

守
護
神

稲
積
明
神

祀
、

自

居
城

。

後
、
次
男
資
房
、
那
須
国
造
家

婿
入

。

書

「

外
祖
父
那
須
大
夫
継
譲」

思

。

従

、

次
男
資
房
、

甲
斐

稲
積
庄

蟄
居
中
五
代
目

、

那
須

帰

三
男
宗
資

譲

、

五
代
目

宗
資

。

宗
資

子

恵

、

病

中

資
隆

後
継

頼

。

資
隆
、

神
田
城

入

前
、

大
田
政
光（

後

小
山
氏）

妹

結
、
一
一
男

、

内

八
郎
義
隆
以
後

子
、

神
田
城

生

、

与
一
宗
隆

一
人

。

後、

資
隆
、

宇
都
宮
朝
綱

娘

後
妻

、

資
頼

等

神
田
城

生

思

。

承
安
元
年（

一
一
七
一）

、

黒
羽

大
輪

高

館
城

築

、

那
須
一
族

神
田
城

高
館
城

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

つ
ま
り

は

を

し
て

を

き

の

に

を

り
ま
す
が

は

に

ま
れ
ず

の

の

を

に

え

と
し
ま
し

た

は

に

ま
れ
た
が

の

に
て

と

に

に
て

と
な
り
ま
す

そ
こ
で

の

が

に

を

ぐ
の

で
す
が

の

か
ら

れ
る
た
め

で

の

と

に

の

に

む
こ
と
に
な

り
ま
し
た

こ
こ
で

は

と
な
っ
た

と

さ
れ
ま
す
が

く
の

み
じ
ょ

う

に

む

の

に

を

し
た
と

え
ら
れ
ま
す

う
ま
で
も
な
く

と

は

に

さ
れ
て

よ
く

に

し
た
も
の
の

を

る
こ
と
と

の

を

す
る

も
あ
っ
て

の

を

し

に

と

し
た

を

り

ら
の

と
し
ま
し
た

に

は

に

り
し
ま
す

に

と
あ
る
の
は
こ
の
こ

と
と

わ
れ
ま
す

っ
て

は

の

に

で
あ
っ
た
が

に

っ

て
か
ら
は

に

っ
た
こ
と
に
な
り

は

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

は

に

ま

れ
ず

の

で

に

ぎ
を

ん
だ
の
で
す

は

に

る

に

の

の

と

び

を
も
う
け
ま
し
た
が

そ
の

の

の

は

で

ま
れ

た
こ
と
に
な
り

は
そ
の

で
す

そ
の

は

の

を

に
し

が

で

ま
れ
た
と

わ
れ
ま
す

に
は

の

に

を

い
て

は

か
ら

に
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移

。

頃、

同
時

福
原

城

築

考

。

、

過

去

苦

経
験

、

源
平
乱

予
測

思

。

与
一
宗
隆
、

黒
羽

義
経

群

従
、

源
平

戦

出
陣
、

屋
島

平
家
方

扇

射
落

功
績

認

、

鎌
倉

御
家
人

。

当
然、

那
須

総
領

七
代
目

継

訳

、

那
須
家

後
継

兄
五
郎
之
隆

譲
、

鎌
倉
雪

下

住

。

残
念

鎌
倉
幕
府

史
書「

吾
妻
鏡」（
正
史

）

、

与
一

扇

射

事
実

功
績

何

記

。

載

、

平
家
物
語

。

物
語

世

出

、

一
二
一
九～

二
二
年

頃（

扇

射
落

三
四～

三
七
年
後）

、

、

与
一

扇

射

事
柄

載

。

果

史
実

何

、

確
信

。

◇

与
一

誕
生

神
田
城

説

対
、

疑
問

持

声

。

、

神

田
城

発
掘
調
査

行

際、

生
活
用

土
器
類

少

。

引

換

三

輪「

御
城」

、

中
世

遺
物

沢
山

、

狭

調
査
範
囲

一
一

井
戸

検
出

等、

居
館

痕
跡

豊
富

。

◇

那
須
家

関

書
物

、

先

「

那
須
記」

上

。

書
、

馬
頭
町
小
口

大

金
重
貞

著

、

全
一
五
巻

、

延
宝
四
年（

一
六
七
六）

成
立

、

平
家
物

語

遅

約
四
〇
〇
年

、

著
者

当
然
平
家
物
語

読
破

考

。

◇

那
須
記

自
筆
草
稿
本
、

大
金
家

所
蔵

、
既

那
須
記

三
種
類

、

写
本

、

違

。

る
こ
と
に
な
る
の
で
す

そ
の

に

に

も

を

い
て
い
た
と

え
ら
れ
ま
す

こ
れ
は

の

い

か
ら

を

し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
と

わ
れ
ま
す

は

か
ら

の

に

い

に

し

に
て

の

を

と
し
た

が

め
ら
れ

の

と
な
り
ま
し
た

の

と
し
て

を

ぐ

で
し
た

が

の

は

に

り

ノ

に

む
こ
と
に
な
り
ま
す

な
が
ら

の

と
い
わ
れ
る

に
は

が

を

た
と
い
う

や
そ
の

は

も

さ
れ
て
な
い
よ
う
で
す

っ

て
い
る
の
は

で
す

こ
の

が

に

た
の
は

の

を

と
し

て
か
ら

で

こ
こ
に
は

が

を

た

が

っ
て
い
ま
す

た
し
て

と

は

な
の
か

が
も
て
ま
せ
ん

の

し
た
と
こ
ろ
が

と
い
う

に

し

を

つ

が
あ
り
ま
す

そ
れ
は

の

を

っ
た

の

が
あ
ま
り
に
も

な
い
こ
と

そ
れ
に

き

え

に
は

の

が

あ
り

い

に

も
の

が

さ
れ
る

と
し
て
の

が

で
す

に

わ
る

で
は

ず

が

げ
ら
れ
ま
す

こ
の

は

の

が

し
た
も
の
で

か
ら
な
り

の

で
す
が

か
ら

れ
る
こ
と

で
あ
り

は

を

し
て
い
る
と

え
ら
れ
ま
す

の

は

に

さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が

に

は

あ
り

に
よ
っ
て
は

か
な
り

い
が
あ
る
よ
う
で
す




